
　
「
仲
間
の
賃
金
・
工
事
単
価
引
き
上
げ
、
諸
要
求
実

現
の
た
め
組
織
増
勢
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
八
十
回
定
期
大
会
を
長
崎
新
聞
文

化
ホ
ー
ル
ア
ス
ト
ピ
ア
で
開
催
。
昨
年
と
同
様
に
時
間

短
縮
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
来
賓
を
含
め
、
執
行
部
、

組
合
代
議
員
、
男
性
書
記
局
の
計
一
七
七
名
が
参
加
。

　

組
織
強
化
・
仕
事
確
保
な
ど
の
諸
課
題
へ
の
運
動
方

針
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
井
手
副
委
員
長

に
よ
る
開
会
の
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
、
こ
の
一
年
間
に
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
組
合
員
に
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。
大
会
諸
役
員

の
選
出
の
後
、
須
藤
資
格
審
査

委
員
長
の
報
告
を
受
け
、
大
会

の
成
立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
の
議
長
に
は
、
中
央

大
浦
支
部
の
梅
田
代
議
員
と
西

彼
支
部
の
相
川
代
議
員
を
選
出
。

　
本
部
執
行
部
を
代
表
し
て
、

佐
藤
執
行
委
員
長
は
、「
こ
の

一
年
間
の
仲
間
の
皆
様
の
組
合

運
動
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

へ
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料

品
の
物
価
高
騰
が
続
き
、
建
設

業
界
も
深
刻
な
人
手
不
足
と
資

材
高
騰
に
よ
り
、
新
築
住
宅
の

着
工
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
今

年
四
月
に
は
新
築
住
宅
の
省
エ

ネ
基
準
が
義
務
化
さ
れ
、
大
規

模
リ
フ
ォ
ー
ム
の
建
築
確
認
制

度
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
一
方

で
、
公
共
工
事
の
設
計
労
務
単

価
が
十
三
年
連
続
で
引
き
上
げ

ら
れ
、
建
設
業
法
も
改
正
さ
れ

職
人
の
処
遇
改
善
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
被
爆
八
十
年
。
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
目
指
し
、
八

月
八
日
に
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

を
開
催
し
、
核
廃
絶
と
恒
久
平

和
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
免
税

事
業
者
へ
の
不
当
な
取
引
排
除

や
値
引
き
強
要
を
防
ぐ
た
め
、

組
合
と
し
て
行
動
を
広
げ
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
西
岡
秀

子
衆
議
院
議
員
、
山
田
勝
彦
衆

議
院
議
員
の
両
名
よ
り
連
帯
と

激
励
の
こ
と
ば
を
頂
き
、
全
建

総
連
の
西
書
記
次
長
か
ら
は
、

一
〇
〇
万
人
国
会
請
願
署
名
の

採
択
、
担
い
手
三
法
の
改
正
。

ま
た
、
組
合
運
営
を
維
持
す
る

た
め
に
役
員
・
書
記
局
を
育
て

て
い
こ
う
と
激
励
の
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
っ
て
か
ら
は
、
令

和
六
年
度
の
活
動
経
過
と
会
計

決
算
の
報
告
、
令
和
七
年
度
の

活
動
方
針
案
と
会
計
予
算
案
、

組
合
規
約
一
部
改
正
案
に
つ
い

て
執
行
部
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、

質
疑
応
答
後
に
そ
れ
ぞ
れ
出
席

代
議
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
拡
大
表
彰
で
は
、
年
間
純
増

を
達
成
し
た
島
原
支
部
を
表
彰

し
、
そ
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
中
尾
選
挙

管
理
委
員
長
よ
り
、
令
和
七
年

度
役
員
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ

れ
、
小
宮
清
治
副
委
員
長
、
佐

藤
昭
彦
副
委
員
長
が
新
任
と

な
っ
た
ほ
か
、
新
執
行
部
四
十

八
名
が
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
退
任
と
な
っ
た
の
は
、
坂
口

忠
義
前
副
委
員
長
、
井
手
保
前

副
委
員
長
を
含
め
た
計
六
名
。

佐
藤
執
行
委
員
長
か
ら
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
職
責
が
労
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
執
行
部
を
代
表
し
て
、
佐

藤
委
員
長
は
、「
本
日
決
定
さ

れ
た
運
動
方
針
に
基
づ
き
皆
さ

ん
と
一
緒
に
運
動
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
方
に

は
ご
協
力
・
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
述
べ
、
新
年
度
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
議
長
か
ら
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

全
員
の
拍
手
で
採
択
。
続
い
て

方
山
青
年
部
長
が
「
本
大
会
で

決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ
て

全
力
で
推
進
す
る
」
と
力
強
く

読
み
上
げ
宣
言
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
宮
副
委
員
長
の
閉

会
挨
拶
、
佐
藤
委
員
長
が
高
ら

か
に
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
を

発
声
、
会
場
の
全
員
で
三
唱
し
、

第
八
十
回
定
期
大
会
は
閉
会
、

新
年
度
へ
の
新
た
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。

全建総連　西書記次長

衆議院議員　山田　勝彦　氏

仲
間
の
賃
金
・
工
事
単
価
引
き
上
げ
、

　
諸
要
求
実
現
の
た
め
組
織
増
勢
へ
の

�

転
換
を
図
ろ
う

第80回
定期大会

衆議院議員　西岡　秀子　氏

出
席
代
議
員�

九
十
八
名

委
任
状
提
出�

二
十
一
名

執
行
部�

四
十
七
名

書
記
局�

八
名

来
賓�

三
名

合
計�

一
七
七
名

【
大
会
出
席
者
数
】

祝電・メッセージ（順不同・敬称略）

他　全建総連加盟各県連組合より
� 42　通

全建総連 九州地方建設労働組合協議会　議長
� 大園　義孝

社会民主党長崎県連合　代表
� 堤　　典子

長崎県議会議員
� 坂本　　浩

第
二
十
七
回
参
議
院
議
員
選
挙

長
崎
選
挙
区

深
堀
ひ
ろ
し
（
国
民
民
主
）
惜
敗

比
例
区

岸　

ま
き
こ
（
立
憲
民
主
）
当
選

ご
支
援
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
建
国
保
保
険
料

賦
課
区
分
見
直
し
協
議
を
開
始

　
長
建
国
保
で
は
、
七
月
九

日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、

将
来
に
わ
た
り
長
建
国
保
の

事
業
を
運
営
・
維
持
し
て
い

く
観
点
か
ら
、
組
合
員
の
保

険
料
賦
課
区
分
（
現
行
五
区

分
）、
並
び
に
家
族
の
資
格

要
件
の
在
り
方
等
を
含
め
た

課
題
と
所
要
の
見
直
し
協
議

を
始
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
今
日
、
社
会
保
険
の

適
用
推
進
が
加
速
化
す
る
中

で
、
多
様
化
す
る
建
設
産
業

の
現
場
で
働
く
仲
間
の
就
労

実
態
に
即
し
た
保
険
料
の
適

用
と
、
家
族
被
保
険
者
資
格

の
適
用
の
適
正
化
対
策
は
重

要
な
取
り
組
み
で
す
。
今
後
、

理
事
会
で
は
主
な
課
題
と
し

て
組
合
員
の
賦
課
区
分
に

「
法
人
事
業
所
」
等
を
設
け

て
現
行
五
区
分
か
ら
七
区
分

に
す
る
こ
と
、
家
族
保
険
料

は
未
就
学
児
か
ら
一
定
所
得

を
有
す
る
方
ま
で
の
範
囲
内

で
五
区
分
に
細
分
化
す
る
こ

と
等
を
中
心
に
、
そ
の
他
運

営
上
必
要
と
す
る
課
題
等
も

含
め
て
協
議
を
行
う
予
定
で

す
。
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～
仲
間
の
賃
金・工
事
単
価
引
き
上
げ
、諸
要
求
実
現
の
た
め
組
織
増
勢
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
～

　
本
日
は
、
定
期
大
会
開
催
に

当
た
り
、
県
下
各
地
・
各
支
部

よ
り
ご
参
集
頂
き
ま
し
た
代
議

員
・
仲
間
の
皆
様
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
大
変

公
私
共
に
ご
多
忙
の
中
、
来
賓

と
し
て
本
日
は
全
建
総
連
本
部

か
ら
西
書
記
次
長
、
そ
し
て
日

頃
か
ら
大
変
お
力
添
え
を
頂
い

て
お
り
ま
す
西
岡
秀
子
衆
議
院

議
員
、
山
田
勝
彦
衆
議
院
議
員

に
も
駆
け
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
通
り
今
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
本

当
に
終
わ
り
が
見
え
な
い
物
価

高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。
組
合

の
仲
間
も
大
変
厳
し
い
状
況
下

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

建
設
業
界
、
深
刻
な
人
手
不
足
、

そ
し
て
ま
た
材
料
費
・
建
材
費

の
高
騰
等
に
よ
っ
て
新
築
の
住

宅
着
工
戸
数
も
年
々
減
少
し
て

い
る
。
今
年
も
減
る
だ
ろ
う
と

い
う
見
通
し
が
各
研
究
機
関
か

ら
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

今
年
の
四
月
か
ら
皆
様
方
も
ご

承
知
だ
と
思
い
ま
す
新
築
住
宅

に
お
け
る
省
エ
ネ
基
準
の
義
務

化
、
そ
し
て
ま
た
大
規
模
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
お
け
る
建
築

確
認
制
度
の
改
正
等
々
、
本
当

に
多
岐
に
わ
た
る
改
正
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
し
て
、
本
当
に
皆

様
方
に
お
い
て
も
対
応
す
べ
き

部
分
が
ま
だ
あ
る
と
い
う
状
況

も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
ご
承
知
の
通

り
今
年
の
二
月
か
ら
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
が
十
三
年
連
続

の
引
き
上
げ
と
い
う
こ
と
が
公

表
さ
れ
た
所
で
あ
り
ま
す
し
、

ま
た
昨
年
の
六
月
に
は
、
法
改

正
の
一
つ
と
し
て
建
設
業
で
働

く
仲
間
の
処
遇
改
善
、
労
務
費

の
確
保
、
そ
し
て
ま
た
建
設
業

者
に
お
け
る
著
し
く
短
い
工
期

の
請
負
契
約
の
禁
止
等
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
改

正
建
設
業
法
が
年
内
に
は
完
全

全
面
施
行
さ
れ
る
と
い
う
状
況

で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
や
は

り
働
く
皆
様
方
の
処
遇
改
善
は
、

こ
れ
ま
で
私
共
が
積
み
上
げ
て

き
た
も
の
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
こ
う
い
っ
た
法
律
改
正

が
き
ち
ん
と
実
効
性
を
持
っ
て

運
用
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
私
共

も
全
国
の
仲
間
と
一
緒
に
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
被
爆
八
十

年
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

核
兵
器
が
存
在
す
る
限
り
人
類

の
絶
対
的
な
平
和
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向

け
て
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
政
府
に
お
い
て
は
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
同
意
し
中
心

的
な
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
り

ま
す
。
私
共
も
来
月
八
月
八
日

に
建
設
労
働
者
職
人
原
爆
殉
難

者
慰
霊
祭
を
執
り
行
う
予
定
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
全
建

総
連
や
皆
様
方
と
一
緒
に
核
兵

器
反
戦
反
核
・
核
兵
器
の
廃
絶
、

そ
し
て
ま
た
世
界
恒
久
平
和
の

願
い
を
込
め
て
発
信
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
所
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
で
す
。
本
当
に
組
合
員
の
皆

様
方
含
め
て
厳
し
い
税
負
担
を

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
消
費
税
イ

ン
ボ
イ
ス
等
々
に
よ
っ
て
、
免

税
事
業
者
の
皆
様
方
が
取
引
の

排
除
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ま

た
値
引
き
の
強
要
を
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
こ
う
い
っ
た
仕
組
み

作
り
を
求
め
て
、
私
共
も
大
衆

行
動
も
含
め
て
運
動
を
拡
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、
皆
様
方
に
は
、

建
設
国
保
の
育
成
強
化
、
予
算

確
保
・
拡
充
を
求
め
て
厚
生
労

働
省
に
対
す
る
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
て

い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
私
共
が
掲
げ
ま
す

諸
要
求
実
現
に
向
け
て
は
、
何

と
い
っ
て
も
連
携
す
る
地
元
の

議
員
の
皆
様
、
本
日
お
見
え
の

西
岡
秀
子
衆
議
院
議
員
や
山
田

勝
彦
衆
議
院
議
員
含
め
て
各
議

員
の
お
力
添
え
が
必
要
不
可
欠

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
で
、
今
回
参
議
院
選
挙
と
な

り
ま
す
。
私
共
、
選
挙
区
で
は

深
堀
ひ
ろ
し
さ
ん
、
そ
し
て
比

例
区
で
は
立
憲
民
主
の
岸
ま
き

こ
さ
ん
お
二
人
を
私
共
の
建
設

労
働
者
の
代
弁
者
と
し
て
勝
利

に
向
け
て
今
日
ま
で
運
動
を
進

め
て
き
た
所
で
す
。
本
日
、
投

票
日
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

最
後
の
最
後
ま
で
お
二
人
の
勝

利
を
祈
念
し
て
ご
協
力
頂
き
ま

す
よ
う
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
私
共

の
運
動
の
課
題
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
仲
間
を
増
や
す
拡
大
の
取

り
組
み
、
ま
た
支
部
に
お
け
る

連
携
強
化
、
内
部
強
化
の
取
り

組
み
、
そ
し
て
青
年
部
・
主
婦

会
の
育
成
強
化
、
こ
う
い
っ
た

も
の
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、

皆
様
と
一
緒
に
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
八
十
回
目
の
定
期
大
会

を
契
機
に
、
改
め
て
皆
様
方
の

お
力
を
建
設
長
崎
に
結
集
し
て

頂
き
、
こ
の
厳
し
い
局
面
を
乗

り
越
え
魅
力
あ
る
建
設
産
業
と

組
合
作
り
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
引
き
続
き
皆
様
方
の
お
力

添
え
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
て
、
大
変
簡
単
で
は

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
執
行
部

を
代
表
し
て
の
ご
挨
拶
に
代
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
本
日
は
最
後
ま
で
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

第80回定期大会スローガン
⑴　仲間同士のふれあいと対話を強化し、組織
400名拡大を達成しよう

⑵　青年部の育成・強化、主婦会会員の輪を拡
げよう

⑶　住宅デー奉仕活動で地域に貢献し、仕事確
保につなげよう

⑷　適正な賃金確保と処遇改善を求め、魅力あ
る業界を目指そう

⑸　技術・技能の向上と、仕事に役立つ資格取
得を推進しよう

⑹　建設国保の補助金拡充と、組合員・家族の
生命と健康を守ろう

⑺　助け合いの制度『福祉共済会』の安定運営
を目指そう

⑻　安全対策と労働保険加入促進で安心安全な
建設現場をつくろう

⑼　大衆増税に反対し、インボイス制度の見直
しを求めよう

⑽　核兵器廃絶、平和と民主主義を守ろう

大会諸役員

梅田鉄之介（中央大浦支部）　相川　雅彦（西彼支部）

大
会
議
長

須藤　輝久

選
挙
管
理
委
員
長

中尾　政男

大
会
運
営
委
員
長 

兼

資
格
審
査
委
員
長

木原　雅貴（国保担当）　 森　　一公（浦上西支部担当）

大
会
書
記

令和 7年度　建設長崎本部役員名簿 令和 7年 7月20日現在
◎新任

役
職
名

氏　

名

出
身
支
部

職　

種

執
行
委
員
長

佐　

藤　

圭　

介

浦

上

東

専

従

◎
副
執
行
委
員
長

西　

平　

博　

之

浦

上

西

専

従

◎
副
執
行
委
員
長

小　

宮　

清　

治

市

南

大

工

◎
副
執
行
委
員
長

佐　

藤　

昭　

彦

浦

上

西

塗
装
工

副
執
行
委
員
長

中　

尾　

政　

男

大

村

大

工

副
執
行
委
員
長

須　

藤　

輝　

久

北

松

大

工

◎
特
別
職
役
員（
副
委
員
長
待
遇
）

石　

田　

哲　

雄

浦

上

西

専

従

◎
書

記

長

若　

杉　

孝　

雄

中
央
大
浦

専

従

◎
書
記
次
長

大　

賀　

修　

司

東

長

崎

専

従

執
行
委
員

池　

田　
　
　

剛

浦

上

東

専

従

執
行
委
員

城　

下　

大　

輔

中
央
大
浦

専

従

執
行
委
員

馬　

渡　

鉄　

洋

中
央
大
浦

大

工

執
行
委
員
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里　

一　

紀

中
央
大
浦

塗
装
工

執
行
委
員

山　

下　

和　

哉

市

南

大

工

◎
執
行
委
員

山　

下　

洋　

二

市

南

鳶

工

執
行
委
員

里　
　
　

澄　

宏

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

山　

村　

篤　

司

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

村　

岡　

広　

明

浦

上

西

左

官

◎
執
行
委
員

吉　

村　

大　

介

浦

上

西

塗
装
工

執
行
委
員

田　

崎　

順　

一

浦

上

東

畳

工

執
行
委
員

野　

口　

耕　

平

浦

上

東

内
装
工

執
行
委
員

脇　

川　

雅　

隆

西

彼

瓦

工

◎
執
行
委
員

徳　

永　

八　

郎

西

彼

大

工

◎
執
行
委
員

藤　

原　

保　

弘

諫

早

大

工

執
行
委
員

後　

田　

博　

幸

諫

早

建
具
工

執
行
委
員

一　

瀬　

純　

男

大

村

畳

工

執
行
委
員

金　

子　

芳　

雄

大

村

設
計
士

執
行
委
員

松　

田　

年　

市

島

原

大

工

◎
執
行
委
員

木
之
田　

亮　

二

島

原

大

工

執
行
委
員

本　

田　

英　

樹

佐
世
保
中
央

型
枠
大
工

執
行
委
員

大　

島　

𠮷　

博

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員

長　

島　

則　

行

佐
世
保
東

大

工

執
行
委
員

迎　
　
　
　
　

稔

佐
世
保
東

大

工

執
行
委
員

福　

田　

栄　

治

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

柚　

元　

美　

則

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

福　

田　

敏　

幸

北

松

大

工

執
行
委
員

坂　

中　

善　

男

北

松

左

官

執
行
委
員

岡　

田　
　
　

真

平

戸

大

工

執
行
委
員

原　

田　

仁　

志

平

戸

土
木
工

◎
会
計
監
査

福　

田　
　
　

修

中
央
大
浦

建
具
工

◎
会
計
監
査

林　
　
　
　
　

崇

諫

早

大

工

会
計
監
査

松　

本　

浩　

治

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員
待
遇

方　

山　

栄　

治

中
央
大
浦

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

大　

水　

源　

也

佐
世
保
中
央

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

山　

形　

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

大　

水　

か
ず
さ

佐
世
保
中
央

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

松　

園　

俊　

輔

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

古　

井　

宏　

樹

本

部

専

従

佐藤　執行委員長
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新
任
役
員

副執行委員長
小宮　清治
（市南支部）

書記長
若杉　孝雄

副執行委員長
佐藤　昭彦
（浦上西支部）

書記次長
大賀　修司

副執行委員長
西平　博之

執行委員
山下　洋二
（市南支部）

特別職役員
石田　哲雄

執行委員
吉村　大介
（浦上西支部）

執行委員
徳永　八郎
（西彼支部）

執行委員
藤原　保弘
（諫早支部）

執行委員
木之田亮二
（島原支部）

会計監査
福田　　修
（中央大浦支部）

会計監査
林　　　崇
（諫早支部）

組
織
年
間
純
増
支
部

島原支部（年間純増　12名）

退
任
役
員

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た

▲
城
　
　
祐
輔

�

前
執
行
委
員
（
島
原
支
部
）

▲
山
崎
　
貞
博

�

前
執
行
委
員
（
諫
早
支
部
）

▲
坂
口
　
忠
義

�

前
副
執
行
委
員
長
（
中
央
大
浦
支
部
）

▲
岩
崎
喜
三
郎

�

前
執
行
委
員
（
西
彼
支
部
）

▲
井
手
　
　
保

�

前
副
執
行
委
員
長
（
西
彼
支
部
）

団
結
が
ん
ば
ろ
う

質
疑
応
答
の
様
子

新役員あいさつ 会場の雰囲気

　
私
た
ち
は
建
設
長
崎
第
八
十
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
運
動

方
針
と
し
て
、
組
織
強
化
と
拡
大
、
仕
事
確
保
で
生
活
を
守
り
、
ま
た
、

技
能
労
働
者
の
地
位
の
向
上
を
目
指
し
、
社
会
保
障
を
拡
充
さ
せ
、
労
働

災
害
を
撲
滅
す
る
事
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
決
定
し
た
。

　
物
価
や
建
材
価
格
の
高
騰
、
建
築
基
準
法
・
建
築
物
省
エ
ネ
法
が
全
面

施
行
さ
れ
、
建
築
確
認
が
必
要
な
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
仲
間
の
仕
事
と
く

ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
国
や
建
設
業
界
は
、
若
年
入
職
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
事

を
踏
ま
え
て
、
社
会
保
険
適
用
の
強
化
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引

き
上
げ
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
促
進
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
長
時
間

労
働
の
是
正
や
熱
中
症
対
策
な
ど
、
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
進
め
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
県
・
市
に
対
し
要
望
し
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
実
現
、
拡
充
す
る
こ
と
が
市
民
の
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
を
喚
起
し
、
雇

用
創
出
や
若
手
技
能
者
を
育
成
す
る
面
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

私
た
ち
の
生
命
と
健
康
を
守
る
建
設
国
保
は
、
建
設
労
働
者
に
と
っ
て
最

も
適
し
た
健
康
保
険
と
し
て
、
建
設
国
保
の
育
成
強
化
を
求
め
る
運
動
を

推
進
し
て
き
た
。

　
私
た
ち
は
全
国
の
仲
間
と
共
に
建
設
国
保
の
安
定
運
営
に
向
け
た
ハ
ガ

キ
要
請
、
地
元
国
会
議
員
要
請
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

私
た
ち
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
安
全
な
就
労
環
境
を
今
後
も
確
保
し
て
い

く
と
と
も
に
、
組
織
拡
大
と
組
織
純
増
を
め
ざ
す
事
を
目
標
に
、
本
大
会

で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ
て
全
力
で
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
　
令
和
七
年
七
月
二
十
日

�

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

�

第
八
十
回
定
期
大
会

大
会
宣
言

青
年
部
長

方
山 

栄
治
（
中
央
大
浦
支
部
）

※
写
真
右
か
ら
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建設業の魅力拡散を
　若い世代の人たらが、建設業
に興味を持ってもらえるよう、
SNS 等を利用して、広めていき
たいと思った。ただ広めるので
はなくて、建設業の素晴らしさ
を伝えて企業人員不足に少しで
も貢献していきたい。
　また、組合にもどんどん誘っ

て、建設長崎を盛り上げられるようにします。

担い手不足に危機感
　今回の定期大会に参加して、
長崎県の人口減少の影響を肌で
感じました。組合員の数も減少
傾向にあり、若い世代の担い手
がなかなか育たない現状に危機
感を覚えています。今後、建設
組合の運営もますます厳しく
なっていくのではないかと感じ
ました。

青年部の輪を大きく
　80年の歴史を重ねた組合でも、
組織が減少しているとの事です
が、長建国保の利便性は特に有
利な部分だと思います。
　組織拡大に向けた現場での声
掛けなどに取り組んでいきたい
と思いました。
　また、支部青年部の輪を広げ

活発な交流を図りたいとも思います。

若者の意見に感心
　私は、組合に昭和42年に加入
して、早58年になります。
　今回、第80回の定期大会に参
加して、若い組合員さんから組
合員数が年々減少している現状
や高齢化していることなどの現
状を踏まえた上での質問内容を
お聞きして、大変感銘を受けま
した。

　あともう少しで90歳を迎え年齢的にも今回
で分会長を勇退させて頂こうかと思いました
が、もう１年頑張ってみようかと思いました。

矢継ぎ早の提案に圧倒され
　今回初めて参加させていただ
きありがとうございました。
　短時間での開催とあって、矢
継ぎ早に提案がなされたので、
ついていくのがやっとでしたと
いうのが正直な感想です。
　また、組織の減少や高齢化等
についての意見があり、これか

らの組合運営や活動について考える良い機会
となりましたので、今後の活動に繋げていき
たいと思います。

中央大浦支部
古里　一彗

市南支部
山﨑　昌晴

東長崎支部
田上　祥太

浦上西支部
松本　初男

浦上東支部
山口　信次

第80回 定期大会に参加して
（敬称略）

個が拓く組合の未来
　初めて大会に参加しましたが、
率直な意見や、それに対する
しっかりとした答弁など、大変
勉強になりました。
　組合という組織の未来につい
て、一人一人が考え、行動に移
すことで、道が開かれるのでは
ないかと感じました。

仲間の発掘で組合を応援
　今回の大会の中で、質問が
あったように、組合も高齢化が
進んでいるんだと感じました。
　分会会議を通じて、仲間の掘
り起こしに頑張ります。

組合維持に加入者確保が急務
　今後の組合を維持するために
は、新規の組合員の確保が重要
になってくるので、その方法を
考えていかなければならないと
思います。まずは、若年層の組
合員の結束が必要不可欠だと思
うので、青年部を盛り上げてい
けるよう組合に協力していきま
す。

組合の方針に学ぶ行動指針
　スムーズな大会進行が行なわ
れ、運営の努力の賜物であると
素晴らしく感じました。
　近年の我々建設業者や組合を
取り巻く社会の情勢と、それに
対する組合の対策・対応を明確
に認識できたことに大会開催の
意義を大いに感じたところでし
た。

　今後の組合運動の参加や個人としての行動
の方針を考えるにあたり、参考にしたいと思
います。

組織減勢に歯止めを
　組織数の減少が止まらない。
少子高齢化の影響、建設業の若
手不足、担い手不足の影響が関
係している事は明らかである。
　組織減少を止める事は難しい
かもしれないが、抑える事は可
能だと思う。
　組合員、仲間のみんなで今い

る仲間を大切にし、一人の一声で脱退を食い
止め、声を掛ける事で脱退を上回る新規加入
につながるのではないだろうか。
　組織拡大は難しいが、組織現状維持を確実
に行う必要がある。その為にも組合イベント、
支部行事の周知徹底が一番である。

西彼支部
中村　健一

諫早支部
田代　義文

大村支部
髙取　征治

島原支部
本田　祐司

佐世保中央支部
大水　源也

継続した仲間を増やす取り組みを
　第80回目を迎える節目の大会
に、初めて支部青年部として参
加させていただきました。
　組織数の減少は避けられない
のが現状であり、恒例行事が縮
小や廃止になるのが残念に思い
ます。

　我々、組合員一人一人が継続的に仲間を増
やす取り組みを頑張ろう、頑張ろう、頑張ろう。

まだまだ現役で
　この度、定期大会に参加させ
て頂きました。今回は第80回の
開催との事で、いつの間にか私
も後期高齢者になりましたが、
まだまだ働いております。これ
からも組合の一員として、頑
張っていきたいと思います。

活発な取組で組織を盛り立てよう
　今回定期大会に参加させて頂
き、建設業における担い手不足
や賃上げなどの課題を再認識し
ました。
　組合を盛り上げていけるよう、
今後も組合の諸活動に取り組ん
でいきたいと思います。

支部強化に学びを生かす
　今回定期大会に参加させてい
ただき、代議員からの質問、意
見など聞く事ができ、大変勉強
になりました。
　組織拡大、仕事確保、若手の
育成等々、今後、支部に持ち帰
り積極的に支部活動に参加し協

力していきたいと思います
　第80回定期大会に参加させていただきあり
がとうございました。
　今年の夏も暑そうなので皆さん熱中症に用
心して頑張りましょう。

大会での学びを糧に
　この度の定期大会に参加する
ことで、建設長崎の組織として
の体系や活動の取り組みを学ぶ
ことができ、大変良い経験とな
りました。
　この経験を糧に、日々の業務
に励むとともに微力ではござい

ますが、建設業に携わる皆様のお力になれる
よう尽力していく所存です。

佐世保東支部
田中　和樹

佐世保北支部
末石　敏雄

北松支部
田中　祐二

平戸支部
林　　博光

中小協会担当
宮崎　真登

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２5年（令和７年）８月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 722 号 �4



　
七
月
二
十
七
日
、
朝
か
ら
ジ

リ
ジ
リ
と
照
り
付
け
る
真
夏
の

太
陽
の
下
、
下
五
島
地
区
の
組

合
員
と
そ
の
ご
家
族
に
よ
る
交

流
を
目
的
と
し
て
「
ペ
タ
ン
ク

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

※
ペ
タ
ン
ク
と
は
？

　
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
球
技
で
、

金
属
製
の
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、

小
さ
な
目
標
球
（
ビ
ュ
ッ
ト
）

に
自
分
の
ボ
ー
ル
を
い
か
に
近

づ
け
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
性
別
や
年
齢
を
問
わ
ず
誰

も
が
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

室
内
で
は
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル
を

作業主任者講習会のご案内
①足場の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 7年10月 4 日㈯～ 5日㈰
午前 ９時00分～午後 ５時00分
（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17-58）

8,000円
（組合員には二千円の

助成あり）

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に ３年以上従事した経験を有
する者

※�現在、足場作業の実務経験の要件は、『 ３年以上』となっていま
すが、今後は『足場の組立等特別教育を受講後３年以上』に変
更されることが予想されます。特別教育を受講されていない方は、
早いうちに受講いただきますようお願いいたします。

②木造建築物の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 7年11月 8 日㈯～ 9日㈰
午前 ９時00分～午後 ５時00分
（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17-58）

8,000円
（組合員には二千円の

助成あり）

【受験資格】�満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又はこ
れに伴う屋根もしくは外壁下地の取り付け作業に３年
以上従事した経験を有する者

【定　　員】�両講習とも20名（なお、受講者が10名未満の場合は中
止する場合があります）

【受付方法】支部にて随時受付。下記の必要書類をご提出下さい。
【必要書類】①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）

②運転免許証など本人確認ができる証明書の写し
③受講料
（学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、
ご提出ください）
※証明写真は講習会当日に撮影します

※注　意� 個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、
自己証明の場合、第三者の証明が ２名分必要になりま
す。

【問い合わせ先】
長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部（TEL095-861-9261）
登録No.025-1（足場）No.025-3（木建）－有効2029年11月－

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会�

�

　
第
十
三
回
定
期
総
会

　
令
和
七
年
七
月
二
十
四
日
、

「
第
十
三
回
定
期
総
会
」
を
ホ

テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
全
体
五
十
名
が
出
席
し
、
令

和
六
年
度
の
事
業
報
告
及
び
歳

入
歳
出
決
算
、
令
和
七
年
度
の

事
業
計
画
な
ど
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
冒
頭
、
一
瀬
副
会
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
北
村
会
長
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
材
等
の
物

価
高
騰
、
人
手
不
足
、
人
件
費

高
騰
は
建
設
事
業
者
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

中
小
零
細
企
業
は
自
助
努
力
に

も
限
界
が
あ
り
、
行
政
の
手
厚

い
助
成
が
必
要
で
あ
る
」
と
述

べ
た
上
で
、「
国
の
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
は
十
三
年
連
続

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
実

質
賃
金
と
は
相
変
わ
ら
ず
乖
離

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題

点
を
ど
う
解
決
し
、
実
効
性
を

担
保
し
て
い
く
か
、
上
部
団
体

や
建
産
連
、
専
門
業
種
団
体
等

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
推
進
し

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
と
し
て
長
崎
県
土
木
部

の
椎
名
参
事
監
並
び
に
長
崎
県

建
産
連
の
根
〆
会
長
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
六
年
度
の

事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算

を
報
告
。
ま
た
、
中
小
建
設
事

業
者
へ
の
工
事
発
注
、
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃

金
の
支
払
い
、
工
事
発
注
に
お

け
る
適
正
単
価
の
設
定
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
関
す
る
要

請
等
を
含
む
令
和
七
年
度
の
事

業
計
画
（
案
）、
歳
入
歳
出
予

算
（
案
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
宮
副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

7・24
主
婦
会
総
会
　
講
演
「
長
崎
健
康
革
命
」

　
　
　
　
～
歩
こ
～
で
！
を
使
っ
て
み
よ
う
～

　
七
月
八
日
㈫
建
設
長
崎
本
部

に
お
い
て
主
婦
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
婦
会
会
員
・

本
部
役
員
・
書
記
局
含
め
総
勢

四
十
七
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
樋
口
副
会
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
議
長
に
中
央
大
浦

支
部
松
本
さ
ん
、
佐
世
保
東
支

部
迎
さ
ん
を
選
出
し
、
山
形
会

長
、
佐
藤
執
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
、
本
部
役
員
・
書
記
局
紹

介
と
続
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
大
水
副
会
長
よ

り
経
過
報
告
、
山
形
会
長
か
ら

は
令
和
七
年
度
の
活
動
方
針

（
案
）、
役
員
選
出
（
案
）
を
井

関
事
務
局
長
よ
り
提
案
が
あ
り
、

全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
副
会
長
に
中
央
大
浦
支
部

の
鳥
田
さ
ん
、
諫
早
支
部
の
渡

辺
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
本
部
役

員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
樋
口

副
会
長
が
今
回
勇
退
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
山
形
会
長
の
力
強
い

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
新
体
制
で

の
活
動
の
決
意
を
固
め
、
大
水

副
会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
長
崎
県
福
祉

保
健
部
西
平
氏
を
講
師
に
迎
え

「
長
崎
健
康
革
命
～
歩
こ
ー

で
！
を
使
っ
て
み
よ
う
～
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
崎
県
は
全
国
と
比
較
し
て

砂
糖
・
み
そ
等
の
消
費
量
が
多

く
、
そ
の
た
め
生
活
習
慣
病
の

患
者
数
が
全
国
と
比
べ
て
多
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
健
康
寿
命

も
全
国
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
の
た
め
に
な
が
さ
き

健
康
づ
く
り
ア
プ
リ
『
歩
こ
ー

で
！
』
の
推
奨
、
適
度
な
運
動

と
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
事
、

気
軽
に
楽
し
い
健
康
づ
く
り
に

励
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、

皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

本
部
主
婦
会
役
員
（
敬
称
略
）

会
長�

山
形
マ
ス
子

�

（
浦
上
西
）

副
会
長�

大
水
か
ず
さ

�

（
佐
世
保
中
央
）

副
会
長�

鳥
田　

愛
子

�

（
中
央
大
浦
）

副
会
長�

渡
辺
智
恵
子

�

（
諫
早
）

事
務
局
長�

井
関　

一
幸

�

（
専
従
）

事
務
局
次
長�

馬
場　

久
恵

�

（
専
従
）

用
い
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　
炎
天
下
で
の
屋
外
開
催
は
危

険
と
判
断
し
、
今
回
は
体
育
館

を
会
場
に
変
更
。「
午
前
中
の

涼
し
い
時
間
帯
に
や
ろ
う
」
と
、

九
時
に
組
合
員
と
家
族
あ
わ
せ

て
総
勢
二
十
四
名
が
集
合
し
、

三
人
一
チ
ー
ム
の
八
チ
ー
ム
に

よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
競
技
は
初
挑
戦
と
い
う
方
が

多
か
っ
た
も
の
の
、
ル
ー
ル
が

簡
単
な
た
め
に
す
ぐ
に
慣
れ
、

皆
さ
ん
夢
中
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
ボ
ー
ル
が
思
い
通
り
に
転
が

ら
ず
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
れ
ば
、

逆
に
狙
い
通
り
に
ビ
ュ
ッ
ト
に

ピ
タ
リ
と
寄
る
ス
ー
パ
ー

シ
ョ
ッ
ト
も
飛
び
出
し
、
歓
声

と
笑
い
が
絶
え
ず
暑
さ
を
忘
れ

る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
競
技
後
の
表
彰
式
で
は
、
中

里
分
会
長
よ
り
順
位
に
応
じ
た

賞
品
が
各
チ
ー
ム
へ
手
渡
さ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
な
か
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
、
そ
し
て
会
場
の
準

備
や
賞
品
を
ご
用
意
い
た
だ
い

た
役
員
の
皆
様
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
以
降
も
こ
の
よ
う
な
交

流
の
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も

一
緒
に
楽
し
め
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

�

吉
田
喜
代
彦

建設キャリアアップシステム（CCUS）
技能者登録推進助成金について

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

令
和
八
年
一
月
末 

で
助
成
が
終
了
し
ま
す

　建設キャリアアップシステムは
2019年４月より本格運用が開始さ
れています。
　建設長崎では、このシステムを活
用し、技能者登録の推進や、技能者
の処遇改善、中小零細事業者の仕事
確保をめざすため、技能者カードを
取得した組合員を対象に、助成金の
給付を行っています。
対 象 者　令和７年12月末までに
　　　　　　技能者カードを取得した組合員
申 請 期 間　令和８年１月31日まで
申 請 方 法　支部窓口で申請用紙を記入し
　　　　　　技能者カードの写しを添付
助 成 金　１人　2,000円
技能者登録料　①簡略型 2,500円
　　　　　　②詳細型 4,900円

3％割引

受けられます‼

あいさつする北村会長あいさつする山形主婦会長

下
五
島
地
区
交
流
会「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

～
暑
さ
も
忘
れ
て
プ
レ
ー
に
没
頭
～

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２5年（令和７年）８月１５日発行第 722 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�5



長 建 国 保 か ら の お 知 ら せ

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を
図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」
を実施しています。ぜひご利用下さい。

■指定温泉施設の入浴料割引　
� 及び補助制度■

補助券

メンバーズカ
ード

～マイナ保険証について～
	Q1	 　マイナンバーカードに有効期限はありますか？

	A1

	 　マイナ保険証として利用するマイナンバーカードの有効期限は、発行日から
10回目の誕生日（18歳未満は ５回目）まで、また電子証明書の有効期限は、年
齢を問わず発行日から ５回目の誕生日までとなっています。

		  　有効期限の ２～ ３か月前を目途に更新手続きのご案内（有効期限通知書）が
届きますので、通知内容をご確認いただき、お住まいの市区町村窓口にて更新
手続きをお願いいたします。

	Q2	 　マイナ保険証を利用していますが、マイナンバーカードの電子証明書の有効
期限が過ぎてしまいました。どうすればよいですか？

	A2
	 　更新期限を過ぎても、電子証明書の再発行が可能です。詳細はお住まいの市
区町村窓口へお問い合わせください。

		  　なお、マイナ保険証については、マイナンバーカードの電子証明書の有効期
限が過ぎてから ３か月間は、医療機関での資格確認が可能です。

	Q3
	 　氏名・住所が変更となりました。マイナンバーカードの変更手続きは行いま

したが、長建国保への手続きは何か必要でしょうか。自動で変更されないので
しょうか？

	A3
	 　マイナンバーカードの氏名・住所を変更しても長建国保の登録情報は自動で
変更されません。氏名・住所を変更した場合は、これまでどおり所属支部へ
「変更届」のご提出をお願いいたします。

	Q4	 　マイナンバーカードを紛失してしまいました。利用停止できますか？

	A4	 　マイナンバー総合フリーダイヤル（0120-95-0178）にて、受け付けておりま
すので、そちらへご連絡ください。

	Q5	 　マイナ保険証の利用登録を解除したいのですが、どうすればよいですか？

	A5

	 　所属支部に「マイナンバーカードの健康保険証利用登録の解除申請書」をご
提出ください。長建国保で受理した後、医療機関を受診する際に必要となる
「資格確認書」を発行いたします。なお、利用登録解除は申請を行った翌月末
に解除されます。利用登録の解除が完了したか否かについてはマイナポータル
にてご確認ください。

こんな時は手続きが必要です！
○家族が市町村国保から長建国保に加入するとき ○住所、氏名が変わったとき
○家族が会社を退職し、長建国保へ加入するとき ○被保険者証等を紛失、破損したとき、変わったとき
○出産したとき ○修学のため自宅を離れる場合
○長建国保を脱退するとき ○介護、福祉施設等に長期入所（入園）する場合
○就職等で健康保険に加入したとき ○組合員が法人として事業を行うようになったとき
○市町村国保に加入するとき ○保険料の賦課区分に変更が生じたとき
○被保険者が死亡したとき ○40～65歳未満（介護第 ２ 号被保険者）で国が定める

介護適用除外施設に入所するとき○修学や施設入所以外の理由で組合員世帯から転出したとき

マイナ保険証　Ｑ＆Ａ～令和 ７年10月から変更になります～
　日頃から当組合の運営につきましては、特段のご理解とご協力をいただき、感謝申し
上げます。令和 ７ 年10月から「人間ドック健診の自己負担額」「インフルエンザ予防接
種費用への助成」について下記のように変更になります。

●人間ドック健診の自己負担額

現　行 変更後

日帰り　7, 000円 日帰り　10, 000円

一泊二日　18, 000円 一泊二日　18, 000円

※令和 ７年10月 １ 日申込分から適用となります。

●インフルエンザ予防接種費用への助成

現　行 変更後

１ 回につき自己負担額が1, 500円を超え

た場合、その超えた額を補助する。

１ 回につき自己負担額が2, 000円を

超えた場合、2, 000円を補助する。

※令和 ７年10月 １ 日以降の領収証から適用となります。

（注）�フルミスト（鼻から接種できる予防接種）に関しては補助対象となりませんので
ご注意ください。

（変更なし）

残りわずか 令和 ７年度　巡回健診
令和 ７ 年度巡回健診実施日程（予定）
実施日 健診時間帯 健診会場（予定）
９月21日㈰

９：30～13：00
相浦地区コミュニティセンター（佐世保）

９月28日㈰ 広田地区コミュニティセンター（佐世保）
10月19日㈰ 高城会館（諫早）

【お申込みに関するお願い】
・�巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の ２ 週間前必着で組合へお申込みくださ
い。
○40歳未満の方も2, 000円のご負担で受診可能です。
→�実施日までに各所属支部の窓口にてお支払いいただくようお願いいたします。
　金銭授受による混雑を避けるため、ご協力をお願いいたします。
　なお、やむを得ない場合は、各所属支部にご連絡をお願いいたします。

　令和 ７ 年 ８ 月より、ゆりの温泉の規定料金とメンバーズカード提示割引料金が変更となりました。
　※受付でメンバーズカードの提示を必ずお願いします。

●利用料金

曜日 規定料金
割引料金

メンバーズカード
提示

補助券額
（温泉券利用）

利用者負担額
（自己負担額）

大人

変更後

平日
650円

▲50円

- 600円

650円 ▲300円 300円

休日
800円 - 750円

800円 ▲300円 450円

変更前 1, 090円 ▲140円 - 950円

変更前 1, 090円 ▲140円 ▲300円 650円

※発券機で割引後の金額ボタンを押してください。
※子ども料金につきましては温泉施設へ直接お問合せ下さい。

組合指定温泉施設の料金変更のお知らせ

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２5年（令和７年）８月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 722 号 �6
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